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研究成果の概要（和文）：掌蹠の難治性皮膚疾患である異汗性湿疹、アトピー性皮膚炎(AD)の汗疱様病変、掌蹠多汗症
について、病態と汗管との関連性を光コヒーレンストモグラフィー（OCT）で観察、またOCTの定量的発汗測定機器とし
ての臨床応用につき検討した。異汗性湿疹の病理組織では16例中5例、OCTでは11例で、OCTでより高頻度に汗管との関
連性が示唆された。ADの汗疱様病変はOCTでほとんどの水疱に関連性あり。カプセル換気法の発汗量とOCTで描出する汗
管の体積を多汗症患者で比較し相関がみられた。異汗性湿疹の病変と汗管との関連性はOCTでより強く示唆された。OCT
は手指汗管の観察および定量的発汗測定機器として有効。

研究成果の概要（英文）：The association between sweat ducts and pathophysiology of palmoplantar skin 
diseases including dyshidrotic eczema, pompholyx-like lesion of atopic dermatitis(AD), and palmoplantar 
hyperhidrosis was examined using OCT. Also, clinical application of OCT as a quantitative perspiration 
measuring apparatus was investigated. In dyshidrotic eczema the association with sweat ducts was more 
significantly observed by OCT than histopathologic analysis. In pompholyx-like lesion of AD most of the 
blisters were found to be associated with sweat ducts by OCT. The significant association between 
perspiration amount measurement by capsule ventilation method and the volume of sweat ducts calculated by 
OCT was found in patients with hyperhidrosis. In conclusion the significant association between the 
pathophysiology of dyshidrotic eczema and sweat ducts was observed by OCT. OCT was found to be a useful 
apparatus for quantitative perspiration measuring and observation of sweat ducts in the finger.

研究分野：皮膚腫瘍
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１．研究開始当初の背景 
掌蹠は掌蹠の難治性皮膚疾患として異汗性
湿疹、掌蹠膿疱症（PPP)、好酸球性毛包性膿
疱症（EEP）などがある。 
これらの疾患は、以前より汗腺組織の多い
掌蹠に病変を認めるため、汗腺との関連が示
唆されていたが、病理組織学的検討より否定
され、アレルギー、サイトカイン等の免疫が
関連している湿疹病変としてとらえられてい
る。 
しかし、最近になり、汗腺との関連が示唆
される報告がでてきており, 再度検討が必要
である項目と思われる。 
 
２．研究の目的 
難治性の掌蹠皮膚疾患としての異汗性湿疹、
アトピーの異汗性湿疹、アトピー性皮膚炎の
汗疱様病変、掌蹠膿疱症(PPP)等と 汗腺との
関連性につき病理組織学的検討および光コヒ
ーレンストモグラフィー（Optical coherence 
tomography：OCT）を用いて皮膚病変と汗腺と
の関連性を解析する。 
 
３．研究の方法 
掌蹠病変と汗腺と関連を以下の方法にて検
討する。 
 
(1) 水疱/膿疱を病理組織学的に検討、免疫
染色も施行し汗腺との関連を調べる。 
 
(2) OCT を用いて3 次元的に表皮内水疱の
汗管との関連、発汗動態について観察する。 
 
(3) アトピー性皮膚炎の皮膚症状と発汗機
能との関連について、症状増悪時、軽快時で
発汗量の測定、OCT での汗管の性状や発汗動
態を確認し比較する。 
 
(4) 多汗症と健常者との汗管の性状および
発汗機能の相違についてOCT で比較検討。 
 

４．研究成果 
(1) 12 例の異汗性湿疹症例に対し病理組織
学的および OCT 画像にて検討。HE では水疱と
汗管との関連性が見られた症例は半数以下
であり、その水疱もすべての水疱ではなく一
部の水疱であった。 
しかし、OCT では半数以上の症例で水疱と
の関連性があり、しかもその関連のある症例
では大多数の水疱と汗管との関連性が示せ
た。（表 1） 
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(2) 水疱内の汗管の発汗動態の観察では水
疱内の汗管内の汗の貯留、汗の排出障害がみ
られ、病異汗性湿疹の水疱形成には汗管周囲
の炎症と汗管の断裂が深く関わっている可
能性が示唆された。 
 
(3) アトピー性皮膚炎患者での急性増悪後
に掌蹠に水疱の多発をみることがあるが、水
疱はかならずしも汗管との一致はOCTにて認
められなかったが、皮疹の増悪前と軽快後で
は発汗量の増加がみられ、発汗機能改善と手
掌の水疱との関連性が考えられた（図 1）。 
しかし、4例の AD 患者での検討では皮疹軽
快前後での発汗量やOCTでの汗管の形態に関
して有意差はみられなかった（図 2）。 
 
 
図１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 



図２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
(4) OCT を指先にあて発汗動態を解析。同
時に換気カプセル法で発汗量を測定。30秒間
の動画撮影を行い解析した。健常者 11 例、
多汗症患者 12 例を対象とした。健常者平均
開口時間は安静時 0 秒、精神発汗誘発時 0.2
秒であり、安静時の汗管は全例で開口がみら
れず、掌握時においても半数以上で開口時間
の延長がみられなかった。 
一方、多汗症患者の半数は安静時でも汗管
の開口がみられた。また、ほとんどの症例で
掌握反射による開口時間の延長がみられた。
多汗症患者の開講時間は安静時 2.4 秒、精神
発汗誘発時 12.5 秒であり、健常者と比較し
有意に延長を認めた。 
3 次元画像を用い健常者（9 例）、多汗症
患者（5 例）の汗管の体積を解析した。安静
時の体積は健常者 635209μm3、多汗症患者
930625μm3、掌握時の体積は健常者 868896
μm3、多汗症患者 1191916μm3 で、多汗症患
者に多い傾向がみられた。体積と換気カプセ
ル法で測定した発汗量（平均値、最大値）の
相関を調べたところ、発汗量の平均値との相
関係数は 0.65、最大値との相関係数は 0.66
で、相関がみられた。体積と発汗量（換気カ
プセル法の、平均値、最大値）の相関係数は
平均値で 0.65、最大値で 0.66 である程度の
相関を認めた。 
 
(5) 結論： 
掌蹠に限局することの多い異汗性湿疹、掌
蹠膿疱症等の病変は汗管との関連性が示唆
されるものがおおく、OCT は掌蹠の病変、発
汗機能の観察にすぐれた機種であり、既存の
発汗機能の定量検査装置であるカプセル換
気法同様、今後臨床応用できる可能性がある。 
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